












































































た救助者」 (t3: 9, 15)が「ヤハウェの霊」を受けて（士3: 10, 6:
34, 11 : 29)戦うことによって存続した。 また， それとは別に士師と




























































’望｝マルー' イン・う．－ベ－著（木田献一･北博訳) i神の正1正ll (日本蛙群教団出版






















’抑' IJili'ﾄ, 172173頁． 185 186頁。
“｝エリはシロの祭司であったと記されているが（サム上l : 9) ,四|-年l lll lイス
ラー正ルを披いた(532al)」とも記されている（サム上&1 : 18)。土師とは，文字通り
には「披く人（罰l型)」である。一方サムエルは, I主ﾘ)戯言打l (サム上3: 2()),
|神の人」 （サムヒ9: 6,7,8, 10)と呼ばれているが， やIより「イスラエルを裁いた」





























































| イスラエルのナーギード.｜ という呼称も川いられている （2節)。
46
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社会原理の葛藤 」 （新地書房, 1991年), 41頁参照。
（ ! '｝ 「国の民｣は， ヨアシュ， ヨシヤ， ヨア′､ズの王位継承に穣極的役割を果たす
ので,おそらく一定の軍事力を背景に国政への影響力を有する地方の有力者達であ
ろう。

































“｝ この呼称はこの他， シェマヤ(王上12： 22)， シェマヤとおぼしき匿名の人物
(王上13E),無名の託宣告知者（王上20: 28)にも用いられている。
（皿）マックス・ウェーバー『古代ユダヤ教」 （内田芳明訳，みすず書房, 1962年),



























‘ '”木田献一･ 「イスラエル]多言者の職務と文学」 （日本基督教団出版局, 1976年）
118120頁,A-ヴア'イザー「ATD旧約聖書註解(25) 十二小預言書上」 （鈴木佳


















































































































































































教出版, 1996年）所収, 30-31頁, 37頁, 4042頁, 5{1 6()頁等。 また，同i古代


















































(2g)C.レヴイン I旧約聖書歴史・文学･宗教」 （鞍文館, 2(1()4年) 39 :11頁。三
ノ上芳一「申命記史家と歴代誌家」 『現代聖書講座第2巻聖書学の方法と諸問
















レ26： 2()－24， 38章)。 「エレミヤの告白」 と呼ばれる五つの箇所にお
いて，エレミヤはこのことで神に不平を述べている（エレ11 : 18-12:























































































































分， 7 12章の四つの幻では， この傾向が更に進み，固有名詞を持った
御使い達が活躍し，奇怪な獣どもが横行し，謎めいた数字や表現が氾
濫する。託宣は消え，強い象徴性を帯びた幻が，密かに審判を告知す
る。こうして|工l家の滅亡と大国による支配状況の下で，預言は去り，黙
示が始まるのである。
預言者とは， イスラエルに固有の宗教存在ではない。預言という宗
教現象そのものは， イスラエル以外の各幽各民族にも極めて－．般的に
存在した。それは今日も広範に見られる，かなり普遍性を持った宗教
現象である。 この意味での預言とは， シャーマニズム的要素，祭儀的
要衆，宮廷政治や反体制活動的要素などを含む，種々雑多な宗教現象
であり，預言者とはそのような多様性のある現象の担い手達である。
しかし古代イスラエルでは,そのような普遍的な宗教現象の中から，
イスラエル独白の預言の伝統が生まれた。 この系譜に連なる預言者達
は，神から直接の委託を受けたという確信を心の支えにし，社会に向
かって特告を発し，王や上l曽階級を批判また断罪する。そのためイス
ラエルの預言者は，社会の中で孤高を貫くことになり， しばしば迫害
きれ，命の危険にも晒された。 また，言うまでもなくそのような意味
での預言者の活動は，職業にはなり得ないし，制度的に伝授す-ること
もHI来ない。 したがって， このような預言者の系譜は，雄停卜には伝統
とは呼べないものであろう。それは， 「天上の会議_|の表象やヤハウェ
－6.1
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，言わば｢意識の系譜」の地上世界への介入の思想を共有する共同体の，
とでも呼ぶべきものだったのではないだろうか。
－65－
